
増　養　殖　技　術　開　発　事　業

　　　　（ヒラメの雌性発生）

藤川裕司・山田　正

　本參業は，ヒラメ種苗の全酸化を目的として平成元年度より５ヵ年計画で行っている。今年度

は，第２極体放出阻止型雌性発生２倍体の作出およびぞ成１，２年度に作出した偽却の特性につい

て検討を行った。

方 法

　実験１　平成３年４月12日と４月27日には，それぞれ全長467u，550uの天然魚，５月８日には

２～４歳の養成親魚より採卵を行い，同時に養成親魚の雄より採精し，第２極体放出阻１型の雌性

発生２倍体を作出した。この作出方法は，‘ﾄﾞ成元年度の島根県水産試験場事業報告に詳しく記載し

ている。また，このとき正常雄とのかけ合わせによる，正常発生群も作出した。作出した雌性発生

２俗体および正常発生２俗体は,その一部を着底前に，雌性ホルモンのβ－エストラジオール（E2）

と雄性ホルモンの17－メチルテストステロソ（Me）で処理する飼育区へ分槽した。雌性ホルモン

および雄性ホルモンの使用法は，それぞれ10μg/1?，5μg/gの濃度の１日当たり２時間の浸漬

処理とした。ふ化後168～222日に開腹して，生殖腺の観察より雌雄の判定を行った。

　実験２　平成３年５月15日に，２～４歳の養成親魚より採卵を行い，同じに平成元年および２年

に作出した偽雄より採精し媒精した。また，鳥取県水産試験場より譲り受けた偽雄の晴子との間で

媒精した群も作出した。同時に，正常雄とのかけ合わせによる正常発生群も作出した。　これらの昨

出魚は，着座前に分檜を行い，その一部に雌性ホルモンによる１日当たり２時間の浸漬処理，およ

び飼育水の冷却による水温20°Cの恒温飼育を行った。ふ化後154～191日に開腹して，生殖腺の観察

より雌雄の判定を行った。

　飼育方法　飼育は当初100 j?の透明なポリカーボネイト水槽で行ったが，ふ化後約100日で１トソ

水哨へ移した。この際。数種の異なる実験群を同一水槽に収容したが，それらの区別は魚体の無限

側に邑の違うラテヅクス（入れ墨）を注射器で注入して行った。飼育水はふ化後，約100日までは，

60μの濾過海水を紫外線照射装置を通して用いた。日齢３日までは1E水としたが，日齢5～10日は

0.5～1回転／日，その後は１～３【司転／日とし，さらに日齢30日以降は回転率を上げた。飼料系

列はワムシーアルテシア～配合餌料（Ｋ社）とした。ワムシはナソノクｐｐプシスのみで生産した

ものを用いた。アルテミアは乳化オイルで24時間２次培養したものを用いた。
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結 果

　実験１　平成３年４月12日，４月27日および５月８日に行った，雌性発生２俗体作出の５実験の

雌雄の判定結果を表１～５に示した。また，そのときの飼育水温を図１，２に示した。

表１　第２極体放出阻止型雌性発生２倍体の性比（実験1 －G， H3.4.12作出）

　作　出　法

正　常　発　生

雌性発生２倍体

実験No。

一
１－Ｎ
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84　　16

88　　12
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　0

Ｅ２：雌性ホルモソ処理，Ｍｅ：雄性ホルモン処理　　ホルモソ処理の期間はふ化後

０
　
０

100

-
35～100日

表２　第２極体放出阻止型雌性発生２倍体の性比（実験2－GI，H3.4.27作出）

　作　出　法

正　常　発　生

雌性発生２倍体

　実験Ｎ０．

２－Ｎ１

２－Ｇ１

２－ＧＩ－Ｍｅ

処　理
一
無処理

無処理

Me

雌：雄
一
へい死

へい死

測定せず

雌：雄（％）

表３　第２極体放出阻止型雌性発生２倍体の性比（実験2－G2，H3.5.8作出）

　作　出　法

正　常　発　生

雌性発生２倍体

　実験Ｎ０．

２－Ｎ２

２－Ｎ２－Ｅ２

２－Ｇ２

２－Ｇ２－Ｅ２

２－Ｇ２－Ｍｅ
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無処理

　Ｅ２

無処理

　Ｅ２

　Ｍｅ
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Ｉ
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７

M
　
C
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Ｅ２：雌性ホルモソ処理，Ｍｅ：雄性ホルモｙ処理　ホルモン処理の期間はふ化後33～99日

表４　第２極体放出阻止型雌性発性２倍体の性比（実験2－G3，H3.5.8作出）

　作　出　法

正　常　発　生

雌性発生２倍体

　実験Ｎ０．

２－Ｎ３

２－Ｇ３

２－Ｇ３－Ｍｅ

処　理
一
無処理

無処理

Me

-
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雌：雄
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55　　45

　1　　　92

測　定　せ　ず
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表５ 第２極体放出阻止型雌性発生２倍体の性比（実験2－G4，H3.5.8作出）

　作　出　法

正　常　発　生
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　　　　ふ化後日数

平成３年４月12日作出群の飼育水温
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　　　　　図２　平成３年５月８日作出群の飼育水温

　実験１－Ｇにおいて，正常発生の無処理およびE2処理において，それぞれ雌は84％，88％の高

率で出現したのは特徴的である（表１）。このとき，雌性発生２倍体の無処理では，雌は100％で

あった（表１）。また,実験２－Ｇ２でも,正常発生のE2処理で雌は86％の高率で出現した（表3）。
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なお，実験１－Ｇ，２－Ｇ２とも雌性発生２倍体のE2処理は，100％が雌となっているので，両作

出群とも遺伝的には雌となっていることが確かめられた（表１，３）。実験１－ＧＩは，Me処理区

以外は，すべて飼育過程（ふ化後44～45日）でへい死した（表２）。実験２－Ｇ３，２－Ｇ４の雌性

発生２倍体の無処理では，それぞれ92％，75％で雌が出現した（表４，５）。

　実験２　正常雌と偽雄とのかけ合わせによる作出魚の，雌雄の判定結果を表６，７に示した。な

お，表６，７は同一の偽雄の群（個体は違う）を用いて実験の反復を行った結果を示している。こ

の飼育期間における，飼育水温の経口変化を図３，４に示した。実験３では，正常発生群において

無処理区，E2処理区ともに100.％が雌となり，同時に作出した20°C飼育区においても雌は95％と高

率なものであった（表６）。偽雄とのかけ合わせの作出群は，無処理では?6～100％が雌となり，

20°C飼育群では93･y100％と高率で雌が出現した（表６）。なお，このとき同時に作出したE2処理

では，すべての実験群で100％が雌になっていることから，遺伝的には雌となっていることが確か

められた。実験４では,正常発生の無処理では100％が雌となり，20℃飼育では88％が雌となった。

偽雄とのかけ合わせの作出群では，無処理区では53～1（）o％が雌であったが，20℃飼育では83～100

％が雌となった。

表６　雌性発生２倍体雄（偽雄）と正常雌との次世代の性比（実験3，H3.5.15作出）
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表７　雌性発生２俗体雄（偽雄）と正常雌との次世代の性比（実験4，H3.5.15作出）
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図４　ヽﾄﾞ成３年５月15日作出群の20°C恒温飼育群の飼育水温

考 察

　実験１－Ｇの正常発生の無処理で，雌の出現率は84％と高い値を示している（表１）。また，同

時に行った，E2処理においても雌の割合は88％となっている（表１）。実験２－Ｇ２においては。

正常発生のE2処理で雌の出現率は86％と高率となっている（表３）。実験３においても，正常発

生の無処理は酸の出現率は100％となり，E2処理においても100％が酸となった（表６）。実験４

においては，正常発生の無処理で酸が100％となった（表７）。一般的には，酸の出現率は正常発

生の無処理では50％以下，E2処理では50％と考えられる。というのは，正常発生魚は遺伝的に酸

の個体が50％含まれていると考えられるが，無処理では一部が性転換により雄化するし，E2処理

では遺伝的酸の個体はすべて酸になるからである。ところが，本実験においては高率で酸が出現す

る場合が多く認められた。この原因として考えられるのは，このとき用いた正常雄が偽雄であっ

た，あるいは飼育に用いた配合餌料に酸化を促進する物質（雌性ホルモソ的な物質）が含まれてい

たことが考えられる。
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